
  



































































































































































































































































































































                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                           





































































































































































































































































































































 




















  














新型コロナウイルス感染防止のた

め臨時休校が続く中、分散登校で

久々に級友と再会し、笑顔を見せ

る生徒（５月）

   

































































































































































                                                                     

　　　　　　　てせ寄に校閉　　　　　　　

                                                              
                                                              

幕別の教育力向上へ決断

学校法人多田学園　

多田順一理事長　

　江陵高等学校閉校並びに学校

法人多田学園解散に当たり、創

立以来、本学園にご支援、ご協

力を賜りました皆さまに心から

厚くお礼を申し上げますとともに、深く感謝を

申し上げます。

　本学園は昭和땆）年２月、北海道知事

から学校法人の認可をいただき、池田女子高等

学校を創立、その後池田西高等学校、江陵高等

学校と校名は変わりましたが、年間時代の要

請に応えつつ地域の発展と青少年教育の一端を

担ってまいりました。

　しかし、私学を取り巻く環境は、地域の中学

校卒業生の激減と高等学校が対応すべき教育上

の課題も複雑化し状況は激変していると考えま

す。そのような中、幕別町から「町内に高等学

校を残したい」との趣旨から、町内にある道立

幕別高等学校と本校の再編協議の申し入れがあ

り、地域の教育力の向上、中等教育機関の確保

など、さまざまな観点から検討し、申し入れを

受け入れた次第であります。

　本校と道立幕別高等学校との再編によって誕

生した北海道幕別清陵高等学校が令和元땆땇

年に開校し뙘今뙘本校の校舎の中で活動を始め뙘

私立と公立の高等学校が同居生活をするとい

う、全国的にも例を見ないことが実践されてい

ます。

　江陵高等学校は閉校しますが、名の卒業

生が各界で活躍している姿を思うとき、複雑な

思いもありますが、新しい期待を背負い誕生し

た幕別清陵高等学校が、その使命を果たしてく

れることに期待を寄せるところであります。

　最後になりますが、本学園の運営にご支援を

いただきました役員の皆さま、本校の教職員の

皆さま、卒業生並びに保護者の皆さまに、心か

ら感謝を申し上げごあいさつといたします。

　年間、ありがとうございました。

歴史振り返り感慨無量

閉校記念事業協賛会　

小川敏也会長　

　年の歴史を持つ我が校も、

令和３（）年３月をもって

閉校を迎えました。昭和

（）年に、学校法人池田女

子高等学校として開校し、昭和（）年に男

女共学の池田西高等学校と改称し뙘昭和땆땇

年には、幕別町依田に江陵高等学校となり現在

に至ります。

　これまで本校に学ばれてきた同窓生の皆さ

ま、また本校と縁の深い皆さまと、今改めて歴

史を振り返ってみます時、感慨無量なものがあ

ります。

　池田女子高では家庭科、別科、専門科が設置

され、池田西高では被服科、食物科が全校普通

科に統一される昭和（）年まで、衣料や食

に携わる卒業生を送り出しています。江陵高校

では平成땆땇年に福祉コースが開設され뙘

介護や医療を学ぶ生徒が卒業するなど、それぞ

れの学校の専門教科から学んだ卒業生が、知識

を生かし社会で活躍されています。

　また同窓会は平成３（）年に、池田女子高

校뙘池田西高校뙘江陵高校共通の 땎星鐘同窓会땏

が発足し뙘毎年１月に땎星鐘同窓会パーティー땏

が開催され、それぞれの高校の卒業生が親交を

深めてまいりました。

　閉校に当たり、在校生、教職員やＰＴＡの方

々뙘同窓会などと 땎閉校記念式典땏땎感謝の会땏

など뙘いろいろな計画を立ててまいりましたが뙘

想像もしていなかったような「新型コロナウイ

ルス」のまん延からほとんどの計画が実行でき

ない状況にあります。特に、高校生活の最後、

また江陵高校最後の卒業生として뙘勉強や文化뙘

スポーツに情熱を傾けてきた３年生の気持ちを

考えるといたたまれない思いです。

　このような状況の中で、閉校を迎えるのは誠

に残念ではありますが、これまで高校に関わっ

てこられた多くの方々に深く感謝を申し上げる

とともに、皆さまの今後のご健勝を祈念し、ご

あいさつとさせていただきます。

伝統や理念、幕別清陵高校へ

江陵高校　若宮栄校長　

　本来であれば뙘令和２땆땇

年度は本校の締めくくりの一年

であり、３年生は学校祭や高体

連大会・高文連大会・高野連大

会等において思う存分に普段の

練習の成果を発揮して、活気ある学校生活を送

るはずでありました。しかし、新型コロナウイ

ルス感染症が世界中に広がり、スポーツの祭典

である東京オリンピックさえも延期となりまし

た。予定しておりました閉校式典も規模の縮小

と卒業式に合わせた開催となりました。

　さて、江陵高校が開校年の歩みと輝かしい

歴史と伝統を築く中、発展的な再編統合のため

学園の歴史に幕を下ろすこととなりました。

年間、池田町・幕別町の多くの地域の方々や関

係各位の皆さまに温かいご支援とご協力をいた

だき、心から敬意と感謝を申し上げます。

　本校は昭和（）年には学校法人多田学

園池田女子高等学校の設置が許可され、家庭科

被服課程の女子高校として発足することにな

り뙘ここが高等学校教育の出発点となりました뙙

　昭和（）年には校名を池田西高等学校と

改称しました。学科については、普通科、家庭

科（後の被服科）が設置され、ピーク時の昭和

（）年には両科を合わせて名の在籍数

でありました。

　昭和（）年には、少子化等を背景に幕別

町に移転し、現在の江陵高等学校として発展を

遂げることとなりました。平成（）年に

は福祉コースを新たに設置して現在は福祉科と

して地域に定着しています。クラブ活動では野

球、アイスホッケー、バドミントン、女子バレ

ーなどが全道大会、全国大会で活躍しました。

とても活気のある学校として現在に至ることと

なりました。

　過疎化や少子高齢化等の多くの課題を抱えた

昨今、幕別町の再編整備計画と町の要望を受け

て校史を閉じることになりました。今後は本校

の伝統や理念を受け継ぐ形で、幕別清陵高校に

託して、さらなる発展を遂げることを祈念して

おります。

　最後になりますが、卒業生の皆さまのさらな

るご活躍を祈念するとともにこれまで長きにわ

たりご支援をいただいた地域の皆さまに心から

感謝を申し上げて、江陵高校の発展的な閉校に

当たってのあいさつとさせていただきます。
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